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	 北茨城市立図書館は、2016 年 6 月１日に開館された新しい図書館である。構造は鉄筋コンクリート造

























































	 北茨城市立図書館で 2017 年 12 月 17 日の開館時から来館者に対して質問紙調査を行った。配布数は









	 	 	 	 図 3.北茨城市立図書館の回答者の男女の割合(N=175)	
	















	 回答者を年代別に確認すると、最も多いのが 60 代、次いで 40 代であるということが分かった。全体





















































































	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
とても居心地が良い	 98	 55.0%	 57	 62.6%	 39	 46.4%	
居心地が良い	 75	 42.0%	 31	 34.1%	 43	 51.2%	
どちらとも言えない	 5	 2.8%	 3	 3.3%	 2	 2.4%	
居心地が悪い	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	










	 	 10 代	 20 代	 30 代	 40 代	 50 代	 60 代	 70 代以上	
とても居心地が良い	 17	 1	 7	 20	 15	 19	 19	
居心地が良い	 1	 4	 13	 19	 11	 24	 3	
どちらとも言えない	 0	 0	 2	 2	 0	 1	 0	
居心地が悪い	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
とても居心地が悪い	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
	
	 表 5 から、年代による居心地の良さの認識の差はあまりみられなかった。年齢問わずに北茨城市立図
書館を心地の良く快適であるということが分かる。	
	 表６に、図書館の音響快適性に関する男女別の中継結果を示す。居心地と同様に 5 段階評価として、
とても快適である、快適である、どちらとも言えない、快適ではない、とても快適ではないを提示し





	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
とても快適である	 62	 35.2%	 33	 36.7%	 27	 32.9%	
快適である	 100	 56.8%	 50	 55.6%	 48	 58.5%	
どちらとも言えない	 11	 6.3%	 7	 7.8%	 4	 4.9%	
快適ではない	 3	 1.7%	 0	 0.0%	 3	 3.7%	
とても快適ではない	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	
	







	 	 10 代	 20 代	 30 代	 40 代	 50 代	 60 代	 70 代以上	
とても快適である	 12	 1	 3	 14	 8	 13	 10	
快適である	 6	 4	 16	 24	 15	 24	 11	
どちらとも言えない	 0	 0	 3	 1	 2	 5	 0	
快適ではない	 0	 0	 0	 2	 0	 1	 0	
とても快適ではない	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
	
	 図書館の賑やかさについて、同じく 5 段階評価で尋ねた。表 8 から、とてもにぎやかである 1.7%、に






	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
とてもにぎやかである	 3	 1.7%	 1	 1.1%	 1	 1.2%	
にぎやかである	 11	 6.2%	 3	 3.3%	 8	 9.8%	
どちらとも言えない	 41	 23.2%	 21	 23.3%	 18	 22.0%	
静かである	 109	 61.6%	 56	 62.2%	 51	 62.2%	





	 	 10 代	 ２０代	 ３０代	 ４０代	 ５０代	 ６０代	 70 代以上	
とてもにぎやかである	 0	 0	 0	 1	 1	 0	 0	
にぎやかである	 2	 0	 1	 4	 0	 4	 0	
どちらとも言えない	 4	 2	 9	 14	 4	 7	 1	
静かである	 11	 2	 12	 19	 18	 28	 19	








	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
静かな環境	 113	 64.9%	 55	 63.2%	 54	 65.9%	
ある程度音がある環境	 58	 33.3%	 29	 33.3%	 28	 34.1%	




	 	 10 代	 20 代	 30 代	 40 代	 50 代	 60 代	 70 代以上	
静かな環境	 13	 1	 10	 26	 17	 26	 19	
ある程度音がある環境	 2	 4	 10	 15	 8	 16	 3	
にぎやかな環境	 3	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
	
	 表 12 は子どもの声に関する評価の結果である。この項目は、加藤の研究や筆者の研究の結果に基づ
いている。館内で聞こえてくる子どもの声に関して５段階評価を行っている。とてもよく感じた 8.3%、







	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
とても心地よく感じた	 14	 8.3%	 10	 11.9%	 3	 3.7%	
心地よく感じた	 39	 23.1%	 19	 22.6%	 20	 24.7%	
特に何も思わない	 97	 57.4%	 46	 54.8%	 49	 60.5%	
心地よくないと感じた	 13	 7.7%	 6	 7.1%	 7	 8.6%	





	 	 10 代	 20 代	 30 代	 40 代	 50 代	 60 代	 70 代以上	
とても心地よく感じた	 0	 0	 2	 2	 1	 7	 1	
心地よく感じた	 4	 1	 0	 5	 2	 1	 0	
特に何も思わない	 4	 0	 6	 7	 7	 11	 4	
心地よくないと感じた	 0	 0	 2	 2	 1	 7	 1	








































































































	 八千代中央図書館の利用者の一番多い利用目的は図書館の資料を借りる 61 名であり、次いでカフェ










	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
とても居心地が良い	 45	 45%	 20	 42.6%	 25	 48.1%	
居心地が良い	 42	 42%	 20	 42.6%	 22	 42.3%	
どちらとも言えない	 9	 9%	 7	 14.9%	 2	 3.8%	
居心地が悪い	 2	 2%	 0	 0.0%	 2	 3.8%	
とても居心地が悪い	 1	 1%	 0	 0.0%	 1	 1.9%	
	
表 18.年齢別の図書館の居心地の良さについて(N=99)	
	 	 10 代	 ２０代	 ３０代	 ４０代	 ５０代	 ６０代	 70 代以上	
とても居心地が良い	 17	 1	 7	 20	 15	 19	 19	
居心地が良い	 1	 4	 13	 19	 11	 24	 3	
どちらとも言えない	 0	 0	 2	 2	 0	 1	 0	
居心地が悪い	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
とても居心地が悪い	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
	
	 表 17 は、図書館の居心地の良さについての結果である。とても心地が良い 45%、居心地が良い 42%、
どちらとも言えない 9%、居心地が悪い 2%、とても居心地が悪い 1%である。北茨城市立図書館と同じく
居心地の良さの評価は高い。また居心地が悪いと評価する回答者も少し存在している。年齢別の図書館
の居心地の良さについても表 18 にまとめた。	
	 表 19 には、図書館の音響快適性についての結果である。5 段階評価を行った。結果はとても快適であ





	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
とても快適である	 62	 35.2%	 33	 36.7%	 27	 32.9%	
快適である	 10	 56.8%	 50	 55.6%	 48	 58.5%	
どちらとも言えない	 11	 6.3%	 7	 7.8%	 4	 4.9%	
快適ではない	 3	 1.7%	 0	 0.0%	 3	 3.7%	




	 	 10 代	 20 代	 30 代	 40 代	 50 代	 60 代	 70 代以上	
とても快適である	 12	 1	 3	 14	 8	 13	 10	
快適である	 6	 4	 16	 24	 15	 24	 11	
どちらとも言えない	 0	 0	 3	 1	 2	 5	 0	
快適ではない	 0	 0	 0	 2	 0	 1	 0	
とても快適ではない	 0	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
	
表 21.	八千代中央図書館の音の賑やかさの評価(N=97、男：45、女:52)	
	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
とてもにぎやかである	 4	 4.1%	 2	 4.4%	 2	 3.8%	
にぎやかである	 11	 11.3%	 5	 11.1%	 6	 11.5%	
どちらとも言えない	 19	 19.6%	 8	 17.8%	 11	 21.2%	
静かである	 58	 59.8%	 28	 62.2%	 30	 57.7%	
とても静かである	 5	 5.2%	 2	 4.4%	 3	 5.8%	
	
表 22.年代別の音の賑やかさの評価(N=97)	
	 	 10 代	 20 代	 30 代	 40 代	 50 代	 60 代	 70 代以上	
とてもにぎやかである	 0	 0	 0	 1	 1	 0	 0	
にぎやかである	 2	 0	 1	 4	 0	 4	 0	
どちらとも言えない	 4	 2	 9	 14	 4	 7	 1	
静かである	 11	 2	 12	 19	 18	 28	 19	












	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
静かな環境	 61	 63.5%	 35	 77.8%	 26	 51.0%	
ある程度音がある環境	 35	 36.5%	 10	 22.2%	 25	 49.0%	
にぎやかな環境	 0	 0.0%	 0	 0.0%	 0	 0.0%	
	
表 24.年齢別の公共図書館の望ましい音環境(N=96)	
	 	 10 代	 20 代	 30 代	 40 代	 50 代	 60 代	 70 代以上	
静かな環境	 13	 1	 10	 26	 17	 26	 19	
ある程度音がある環境	 2	 4	 10	 15	 8	 16	 3	
にぎやかな環境	 3	 0	 0	 0	 0	 0	 0	
	
表 25.	八千代中央図書館の回答者の子どもの声に関する評価(N=98、男：46、女:52)	
	 	 全体	 割合	 男性	 割合	 女性	 割合	
とても心地よく感じた	 1	 1.0%	 0	 0.0%	 1	 1.9%	
心地よく感じた	 13	 13.3%	 2	 4.3%	 11	 21.2%	
特に何も思わない	 65	 66.3%	 34	 73.9%	 31	 59.6%	
心地よくないと感じた	 14	 14.3%	 8	 17.4%	 6	 11.5%	





	 	 10 代	 ２０代	 ３０代	 ４０代	 ５０代	 ６０代	 70 代以上	
とても心地よく感じた	 0	 0	 0	 0	 0	 1	 0	
心地よく感じた	 1	 2	 3	 4	 0	 1	 2	
特に何も思わない	 15	 12	 5	 10	 3	 10	 10	
心地よくないと感じた	 4	 0	 1	 2	 2	 3	 2	
とても心地よくないと感じた	 2	 0	 0	 0	 0	 1	 2	
	 	
	 八千代中央図書館の子どもの声に関する評価の結果である。表 25 の結果から	 ても心地よく感じた































































音レベルを測定した。測定は 1 日の中でお昼 12:00 から 12:30、夕方 16:00 から 16:30 の２回に渡り調











































	 	 	 	 図 11.	北茨城市立図書館	 1 階の等価騒音レベルの分布図	(単位 dB、測定時間：夕方)	
	
























	 	 	 	 	 図 14.八千代中央図書館の等価騒音レベルの分布図	
	


















































2 階閲覧席	 40	 40	












































	 	 1	 2	 3	 4	 5	
図書館の資料を借りる	 40	 65	 5	 2	 0	
読みたい本を探す	 28	 43	 7	 2	 0	
本、新聞、雑誌を読む	 11	 21	 3	 0	 0	
勉強をする	 8	 16	 4	 0	 0	
カフェを利用する	 25	 49	 5	 0	 0	
調べものをする	 8	 16	 4	 0	 0	
暇つぶしのため	 4	 1	 0	 0	 0	
学習室を利用する	 0	 0	 3	 12	 2	
その他	 6	 8	 4	 0	 0	




	 	 1	 2	 3	 4	 5	
図書館の資料を借りる	 11	 33	 10	 4	 2	
読みたい本を探す	 7	 24	 7	 2	 1	
本、新聞、雑誌を読む	 6	 25	 5	 1	 0	
勉強をする	 4	 8	 3	 0	 1	
カフェを利用する	 8	 22	 7	 4	 1	
調べものをする	 2	 9	 3	 0	 0	
暇つぶしのため	 2	 6	 1	 0	 0	
学習室を利用する	 3	 13	 2	 0	 0	
その他	 2	 7	 0	 0	 0	
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